
　 ３月３日（火）、３年生対象にいのちの授業「性教育

講演会」が実施されました。助産師の在川有美子先

生を講師としてお招きしました。命が生まれるまで

の過程や思春期の心と身体の変化について、単なる

生物学的な知識だけでなく、「自分の命がいかに奇

跡的で尊いものか」についても触れながらお話しい

ただきました。

　 また、デートDV等の

被害を避けるために必

要な対等で安全な関係

づくりについても知る

ことができました。

３年生　いのちの授業「性教育講演会」

　 春風が心地よく、校庭の桜も咲き始めました。先日、３年生が本校での経験を胸に立派に巣立ちました。新たなス

テージでの大いなる活躍を願っています。本日一年間の教育活動の修了を迎える１・２年生は、新学年に向けた準備

を進め、本校の新たな伝統を築いてくれることを期待しています。別れと出会いが交差するこの春、生徒たちの更な

る成長を教職員一同応援していきたいと思っています。保護者の皆様、一年間の温かいご支援とご協力、誠にあり

がとうございました。
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３年生　避難所開設のために

　 ３月９日（月）、3年生が避難所の開設を想定して、座

間市役所危機管理課の方々や地域の方々、ボランティア

隊E.A.S.T.の方々を講師としてお招きし、実践的な学

習を行いました。いざという時に人々のプライバシーを

守る空間となる「仮設テント」については、生徒たちが互

いに声を掛け合いながら、実際に組み立て作業を体験し

ました。また、避難所生活において重要な課題の一つと

なる「仮設トイレ」についても講習を受け、その仕組みや

必要性について学んでいました。

   災害発生時、体力もあり状況判断ができる中学生は、

地域において「支援される側」ではなく「支援する側」と

しての役割が求められます。今回の体験を通して学びを

深めた3年生が、有事の際には地域の大きな力となって

活躍してくれることを大いに期待しています。

　 ３月7日（土）から16日(月)にかけて、イオンモー

ル座間にて、本校１年生が考案した各クラスのオリジ

ナルカレーレシピが展示され、一般の皆様からの投

票も受け付けました。１年生はこの1年間、「座間市を

PRできるカレー作り」をテーマに学習を進めてきま

した。実際に調理し、みんなで試食と協議を重ねると

いう試行錯誤を繰り返し、座間の魅力が詰まった自

信作をつくりあげました。学びの集大成となった今回

の展示では、学習の成果に対して地域の方々から直

接反応をいただけたことは、生徒たちにとって大変

大きな自信と励みになったに違いありません。素晴

らしい発表の場をご提供いただいたイオンモール座

間様、そして一年間ご支援くださった保護者や地域

の皆様に、心より感謝申し上げます。

１年生　カレーレシピ展開催

２年生　座間市をＰＲしよう　保護者会で発表

　 2月26日（木）の保護者会にて、2年生が総合的な学

習の時間に取り組んできた「座間市をPRしよう」のグル

ープ発表を行いました。生徒たちは職場体験で学んだこ

とを活かして２学期から座間市内をいくつかのエリアに

分け、「その地域にはどんな施設や特徴があるか」「どの

ような人が集まるか」などについてグループ内で調べ、

意見交換をしてきました。そして、その発見した座間市の

魅力をより効果的に伝えるため、工夫を凝らしたプレゼ

ン資料を作成し、保護者の皆様に向けて堂々と発表しま

した。

   地域の魅力への理解を深

めるとともに、情報を分かり

やすく整理して他者に伝える

「表現力」を養う貴重な学習

の場となりました。

テントの組み立て 仮設トイレについての説明
各クラスのレシピの紹介



　 3月11日（水）、前日までの雨もすっかり上がり、例年よりも暖かな

春の陽射しに恵まれる中、第54回卒業証書授与式が挙行されまし

た。172名の卒業生が、本校から新たな一歩を踏み出しました。

   義務教育の修了は、保護者の皆様にとってもお子様が子ども時代

に区切りをつけ、大人への階段を上り始めたことを実感する感慨深

い節目だったことと思います。卒業証書授与の呼名では、生徒一人ひ

とりが3年間の思いを胸に、気持ちを込めた返事で自分を表現してい

ました。式典が進み、在校生代表（生徒会長）からの心温まる「卒業生

を送ることば」と在校生合唱「そのままの君で」が届けられました。そ

して、会場中が深い感動に包まれたのが、元生徒会長による心のこも

った「卒業生別れのことば」です。実はその文章の中には、卒業生全員

の名前や名前の韻が散りばめられており、共に過ごした仲間たちへの

深い感謝と絆の強さが詰まっていました。その感動の中、卒業生によ

る合唱が始まります。合唱コンクールの学年曲として、この1年間3年

生が大切に温めてきた「正解」を、思いを込めて会場に響き渡らせま

した。さらに最後には、卒業生と在校生がしっかりと向き合い「Let's

search for Tomorrow」を歌い上げました。卒業生だけでなく、

会場にいた全ての人にとって、心に残るかけがえのない時間となりま

した。

　 卒業生の門出を祝し、在校生が感謝の気持ちを込めて制作した装飾が校舎を温かく彩りました。

卒業生が3年間を過ごした思い出の教室や廊下には、この見事な装飾とともに、これまでの歩みを振り返

る写真が掲示されました。さらに教室の自分の席に着くと、机上には在校生からの心のこもったメッセー

ジカードが置かれていました。後輩たちの思いが溢れるその特別な空間の中、保護者の皆様も一緒に教

室へ入り、中学校生活最後となる心温まる学級活動が行われました。

在校生が心を込めた装飾づくり　

卒業生別れのことば

卒業証書授与 卒業生をおくる言葉

卒業生・在校生全校合唱

在校生の歌

卒業生退場

５０周年記念キャラクター

「ふわリン」

Ｒ８年度　４月行事予定
家庭科部のみんな

の手作りです。

この「ふわリン」

のぬいぐるみは保健

室に飾ってあります。

こと

第５４回卒業式
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